
水辺の環境改善の取り組み状況 

 

１ 「日本橋川周辺の賑わい創出に向けた基本方針（取組方針 Ver.1 ）」（東京都）の策定 

 

東京都は、令和７年７月に「日本橋川周辺の賑わ

い創出に向けた基本方針（取組方針 Ver.1 ）」を策

定した。 

千代田区と中央区は、東京都とともに、日本橋川

の水質を改善し、人々が集うまちづくりを検討し、実

施する。 

環境政策課は、水質の改善、生物多様性の観点

から、本取組に関して、今後、水質モニタリングなど

の調査を行う。 

 

 

【取組方針 抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 きれいに 水と緑に親しめる環境を創出 

人々が水辺に近づくことができるような水環境の創出、水生生物の生息環境の改善を目指し、水質改善

とみどりの形成を通じて、日本橋川の自然資源としての価値の更なる向上に取り組む。生物観察や環境学

習を楽しむことができる空間や機会をつくる。 

資料３ 

令和７年９月４日 

令和７年度第１回千代田区 

生物多様性推進会議 

 



２ 外濠の水辺再生事業 

(1)位置づけ 

東京都 

「都市づくりのグランドデザイン」（平成２９年９月） 

→ 「2050 東京戦略」（令和７年３月２１日）  関連計画 

 『日本橋川の賑わい創出に向けた検討会』（令和６年～） 

外濠浄化 基本計画 『外濠浄化プロジェクト』  外濠下流の日本橋川の水質改善にも効果を見込む 

① 導水（水道局、下水道局） ２０３０年代半ば   

    ② 下水道貯留管整備（下水道局）※一部稼働済 千代田区 

    ③ 暫定対策（建設局） 令和４年～千代田区で実施  

 追加対策 臭気の原因調査 

普及啓発（都市整備局）子供向け勉強会（小学校） ・子供向け勉強会＠番町小学校 ９月１０日予定 

 普及啓発 ・外濠水質改善見学会 ９月２０日予定 

  ・学生向けワークショップ ８月２１日実施 

(2)現状と課題 

   アオコが増える原因 

   水の流れがない（停滞水域）  夏場（6月頃～）  

  豊富な栄養源（リン、窒素） アオコが増殖  

  気温上昇 

 

（３）普及啓発 

 ア 学生向けワークショップ 

   実施日：８月２１日（木）１６時半～ ２時間程度 

   参加者：大学生１７名 （４グループに分けて実施） 

   内 容：外濠公園から外濠見学、 

グループワーク（ブレインストーミング）、発表 

   主な意見（生物関連）： 

・生態系の観察会    ・外来種の駆除、在来種の保全 （テナガエビの養殖） 

・アオコの２次利用（たい肥化）   ・四季の花を植え、楽しめる空間造り     他 

 

 イ 外濠水質改善見学会 

実施日：９月２０日（土）１５時～（予定） 

   定 員：２４名 

内 容：区実施の暫定対策について講義、水質実験、 

外濠見学（乗船） 

景観悪化、悪臭発生 


